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思
想
の
継
承

平
泉
─
仏
国
土（
浄
土
）を
表
す
建
築
・
庭
園
及
び
考
古
学
的
遺
産
群
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象
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の
継
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姫
路
城
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記
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山
本
作
兵
衛
の
炭
坑
記
録
画
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日
本
各
地
に
残
る
歴
史
的
な
建
造
物
や
街
並
み
は
、

世
界
で
も
注
目
さ
れ
る
日
本
文
化
の
結
晶
で
あ
る
。

国
宝
や
重
要
文
化
財
と
い
っ
た
国
の
指
定
に
加
え
、

近
年
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
へ
の
登
録
が
な
さ
れ
、

世
界
が
受
け
継
ぐ
べ
き
文
化
、自
然
景
観
、

資
料
な
ど
と
し
て
新
た
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

第
二
回「
継
」で
は
過
去
か
ら
現
在
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
て
き
た
保
存
・
継
承
へ
の
取
り
組
み
を
取
材
し
、

そ
こ
に
携
わ
る
人
々
の
努
力
に
せ
ま
る
。

豊
か
な
自
然
と
文
化
を
持
つ

日
本
の
景
観
の
あ
り
方
を
探
る

[

特
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日
本
の

景
文：清水 潤　写真：特記以外は中原一隆

山
本

作
兵
衛
の

炭
坑
記
録
画

世
界
記
憶
遺
産

平
泉

世
界
文
化
遺
産
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上
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写
真
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博
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世
界
文
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姫
路
駅
北
口
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び

る
大
手
前
通
り
の
行
く
手
、
真
正
面
に

姿
を
現
す
姫
路
城
。
日
本
を
代
表
す
る

名
城
で
あ
り
、
国
宝
で
あ
る
と
同
時
に

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
日
本
初
の

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
。
繊
細
な
造
形

で
優
美
な
た
た
ず
ま
い
を
も
つ
大
天
守

は
現
在
、
半
世
紀
に
一
度
の
保
存
修
理

の
最
中
で
、
素
屋
根
に
す
っ
ぽ
り
と
包

ま
れ
た
ま
ま
、
空
に
そ
び
え
て
い
る
。

　
姫
路
は
古
く
か
ら
西
国
の
要
衝
の
地

に
あ
た
り
、
姫
路
城
は
有
力
武
将
に
よ

り
築
か
れ
て
き
た
。
安
土
桃
山
時
代
に

羽
柴
秀
吉
が
中
国
地
方
攻
略
の
拠
点
と

し
て
本
格
的
に
改
修
し
、
三
重
の
天
守

を
完
成
。
本
能
寺
の
変
に
際
し
て
明
智

光
秀
を
撃
つ
た
め
に
、
岡
山
か
ら
京

都
・
山
崎
へ
急
行
す
る
中
国
大
返
し
の

途
上
で
も
立
ち
寄
っ
た
。さ
ら
に
、関
ヶ

原
の
戦
い
の
後
に
、
徳
川
家
康
の
命
で

入
城
し
た
池
田
輝
政
が
大
改
修
を
行
い
、

規
模
を
拡
張
。
こ
の
と
き
に
現
在
の
華

麗
な
五
重
七
階
の
連
立
式
天
守
が
完
成
。

下
っ
て
明
治
維
新
後
、
姫
路
城
は
存
続

の
危
機
に
瀕
し
な
が
ら
生
き
延
び
る
。

城
を
不
要
と
す
る
「
廃
城
令
」
に
よ
り
、

日
本
の
城
郭
の
多
く
が
失
わ
れ
た
な
か

で
辛
う
じ
て
破
却
を
逃
れ
、
や
が
て
歴

史
的
な
遺
構
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
第
二
次
大
戦
下
の

空
襲
で
姫
路
市
内
が
焼
け
た
と
き
、
幸

運
に
も
焼
失
を
免
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
明
治
以
降
に
大
規
模
な
保
存

修
理
が
二
度
行
わ
れ
て
い
る
。
最
初
は

一
九
一
〇
〜
一
一
（
明
治
四
十
三
〜

四
十
四
）
年
の
「
明
治
の
大
修
理
」。

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
に
「
古
社

寺
保
存
法
」
が
制
定
さ
れ
、
姫
路
城
は

特
別
保
護
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
が
、

す
で
に
荒
廃
が
進
ん
で
お
り
、
全
体
の

整
備
と
大
天
守
の
傾
き
を
止
め
る
補
強

工
事
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年

制
定
の
「
国
宝
保
存
法
」
に
よ
り
、

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
、
大
小
天
守

と
渡
櫓
の
計
八
棟
が
旧
国
宝
（
現
在
の

重
要
文
化
財
）
に
指
定
。
さ
ら
に
第
二

次
大
戦
後
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）

年
に
「
文
化
財
保
護
法
」
が
制
定
さ
れ
、

翌
年
、
旧
国
宝
だ
っ
た
大
小
天
守
と
渡

櫓
は
、
文
化
財
と
し
て
最
初
の
国
宝
に

指
定
さ
れ
た
。
櫓
や
門
、
土
塀
な
ど

七
十
四
棟
は
重
要
文
化
財
に
指
定
。
二

度
目
の
「
昭
和
の
大
修
理
」
は
そ
の
四

年
後
、一
九
五
六
〜
六
四（
昭
和
三
十
一

〜
三
十
九
）
年
に
か
け
て
、
国
宝
八
棟

と
重
文
十
四
棟
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
池
田
輝
政
に
よ
る
築
城
以
来
、

三
百
五
十
年
に
一
度
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
全
面
的
な
解
体
修
理
だ
っ
た
。

　
貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
を
次
代
に
継

承
す
る
た
め
に
続
け
ら
れ
て
き
た
大
規

模
修
理
は
今
回
の
「
平
成
の
大
修
理
」

が
三
度
目
と
な
る
。
昭
和
の
大
修
理
に

次
ぐ
五
十
年
に
一
度
の
規
模
で
、
姫
路

三
百
五
十
年
の
歴
史
を

生
き
抜
い
て
き
た
名
城

貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
を

継
承
す
る
た
め
の
保
存
修
理
工
事

素
屋
根
を
覆
う
シ
ー
ト
の
二
面
に
大
天
守
が
原
寸
大
で

描
か
れ
て
お
り
、
遠
く
か
ら
も
そ
の
存
在
を
感
じ
と
る

こ
と
が
で
き
る
。
南
面（
左
側
）の
七
、八
階
に
見
え
る

窓
は
見
学
施
設
の
展
望
窓
。
こ
こ
か
ら
市
内
を
見
晴
ら

す
こ
と
が
で
き
る
。

昭和の大修理。入母屋造りの屋根と三
層の庇をもつ巨大な素屋根を建設。用
材はヒノキ丸太約12000本。搬入路
として、三の丸から大天守の南面へ長
さ200ｍの桟橋を架けた。（写真提供：
姫路市立城郭研究室）

搬入路となる仮設構台は高さ37.6ｍ、
長さ66ｍ。大天守の東側から、高さが
異なる二つの曲郭（くるわ）に足を降
ろし、高台を登るようにして設置。素
屋根は、構台の上を自走する2台のク
ローラークレーンで組み立てられた。

（写真提供：姫路城大天守保存修理JV）

日
本
の

景

[

特
集]

象
徴
の

継
承

昭
和
の

大
修
理

（
昭
和
三
十
二
年
）

平
成
の

大
修
理

（
平
成
二
十
二
年
）

広い作業床に取り巻かれる大天守五重の屋根。鯱
や屋根瓦が一旦すべて撤去され、土居葺（屋根下
地）等下地材も点検後、補修する。作業床を支え
る部材は大天守の軒下まで差し込まれ、素屋根の
6 〜 8階では吊材で作業床を支えている。

日
本
の
建
築
文
化
を

次
代
に
手
渡
す

 「
平
成
の
大
修
理
」

姫
路
城

世
界
文
化
遺
産
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城
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
天
守
を
対
象

と
し
、二
〇
〇
九
〜
一
五（
平
成
二
十
一

〜
二
十
七
）
年
ま
で
約
五
年
半
の
工
期

で
進
行
中
で
あ
る
。

　
姫
路
城
は
国
が
所
有
し
、
姫
路
市
が

管
理
し
て
い
る
。
平
成
の
大
修
理
の
設

計
監
理
は
「
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物

保
存
技
術
協
会
」、
施
工
を
鹿
島
・
神

崎
・
立
J
V
が
請
け
負
い
、
保
存
修
理

の
た
め
に
伝
統
技
術
に
通
じ
る
職
人
も

採
用
さ
れ
て
い
る
。
工
事
内
容
は
、
大

天
守
本
体
に
関
し
て
い
え
ば
屋
根
瓦
の

補
修
と
葺
き
替
え
、
瓦
の
目
地
漆
喰
の

施
工
、
外
部
の
漆
喰
壁
の
修
理
、
構
造

補
強
な
ど
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の

工
事
の
前
に
、
仮
設
工
事
と
し
て
素
屋

根
の
建
設
が
必
要
と
な
る
。
作
業
足
場

や
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
設
置
し
、
工
事

中
の
現
場
を
風
雨
か
ら
保
護
す
る
た
め

だ
。
資
材
の
搬
入
路
と
な
る
構
台
も
必

要
だ
。
鹿
島
建
設
は
、
昭
和
の
大
修
理

で
も
素
屋
根
を
建
設
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
る
。
当
時
は
ヒ
ノ
キ
丸
太
一
万 

二
千
本
を
用
い
た
木
造
だ
が
、
今
回
は

ボ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ス
式
鉄
骨
造
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
現
代
の
建
設
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加

え
、
数
々
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。

　
現
場
で
指
揮
を
と
る
鹿
島
建
設
J
 

V
工
事
事
務
所
の
総
合
所
長
、
野
崎
信

雄
さ
ん
は
姫
路
生
ま
れ
、
姫
路
育
ち
。

少
年
時
代
に
昭
和
の
大
修
理
が
行
わ
れ
、

大
天
守
の
心
柱
が
交
換
さ
れ
る
際
に
、

新
た
な
心
柱
が
大
手
前
通
り
を
運
ば
れ

る
様
子
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。
姫

路
城
へ
の
愛
着
は
深
い
。「
大
天
守
の

屋
根
に
は
、
構
造
と
装
飾
的
な
役
割
を

果
た
す
三
角
形
の
造
形
の
破
風
が
多
く

と
り
つ
き
、
複
雑
な
構
成
に
な
っ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
美
し
い
の
で
す
が
、

同
時
に
そ
れ
が
仮
設
工
事
を
難
し
く
す

る
。
複
雑
な
形
の
小
さ
な
隙
間
を
縫
う

よ
う
に
、
柱
や
梁
を
組
み
上
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
、
消

防
法
に
よ
り
火
気
厳
禁
で
す
か
ら
、
現

場
溶
接
が
で
き
ま
せ
ん
。
鉄
骨
部
材
の

接
合
は
す
べ
て
ボ
ル
ト
締
め
で
す
」
と

野
崎
さ
ん
。
高
精
度
の
実
測
と
3
D
画

像
に
よ
る
検
討
を
併
用
し
な
が
ら
も
、

「
わ
ず
か
な
誤
差
も
許
さ
れ
な
い
。
人

が
実
際
に
現
場
で
見
極
め
る
こ
と
が
大

切
」
と
説
く
。
ま
た
、
姫
路
城
は
特
別

史
跡
で
あ
り
、
地
面
を
傷
め
て
は
な
ら

な
い
。「
杭
打
ち
基
礎
は
で
き
ま
せ
ん
。

原
状
復
帰
が
で
き
る
よ
う
地
面
に
養
生

シ
ー
ト
を
敷
き
、
そ
の
上
に
基
礎
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
ま
し
た
。
構
台
も

素
屋
根
も
、
鉄
骨
の
躯
体
と
基
礎
の
バ

ラ
ン
ス
で
地
面
に
載
っ
て
い
る
の
で

す
」。
文
化
財
を
守
る
た
め
の
多
く
の

制
約
を
慎
重
に
乗
り
越
え
て
き
た
。

　
さ
ら
に
今
回
は
姫
路
市
の
発
案
に
よ

り
、
国
内
で
初
め
て
一
般
見
学
者
に
修

理
状
況
を
公
開
。
工
事
中
の
様
子
を
見

学
で
き
る
施
設
が
素
屋
根
内
の
一
階
と

七
、八
階
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
観
光

資
源
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
間
近
に

見
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
文

化
財
の
活
用
形
式
と
し
て
は
画
期
的
と

い
え
る
。
日
本
の
建
築
文
化
を
未
来
に

継
承
す
る
技
術
も
、
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

現
代
の
技
術
に
工
夫
を

盛
り
込
ん
だ
素
屋
根
の
建
設

石垣のところどころに、昭和の大修理のとき
に足場丸太を差し込んだ跡が残っている。

素屋根の内部を南東隅から見上げる。8階建て、高さ51.96ｍ、延べ床面積8422㎡。
鉄骨を軽量化するためにボックストラスを採用している。

軒先の巴瓦には五七の桐（五三の桐）、
揚羽蝶の文様があしらわれている。そ
れぞれ豊臣氏、池田氏の家紋とされ、
姫路城の歴史を窺わせる。

棟
の
両
端
に
載
っ
て
い
る
鯱
（
シ
ャ
チ
）
を
取

り
外
し
、
胴
と
尾
に
分
解
し
た
も
の
。
一
枚
ご

と
に
外
周
を
な
ぞ
っ
て
型
紙
を
と
り
、
復
元
に

備
え
る
。

昭
和
の
大
修
理
で
は
瓦
の
劣
化
が
激
し
か
っ
た

た
め
、
全
て
の
瓦
を
焼
き
直
し
た
。
今
回
は
傷

み
の
程
度
に
よ
り
再
利
用
か
交
換
と
な
る
。

部材の修繕。腐朽などが進んだ部分を
削り、新材を継ぎ再利用する。こうした
修繕は昔から行われてきた。修理をほ
どこした部分には刻印がうってある。

取り外した瓦は劣化が
進んだものを除いて再
利用する。手作業で一
枚一枚洗浄し、磨いて
汚れを落とす。

大壁41㎝、真壁19㎝。
劣化状況を調査後、補
修が必要なところを仕
上げから落としてい
く。修理の体験を通し
て左官の伝統技術も受
け継がれていく。

姫路城大天守保存修理JV工事事務所総合所長・野崎信雄さん。姫路
市生まれ。鹿島建設で大津プリンスホテルをはじめ、超高層ビルな
どの現場を数多く踏んできた。特殊で複雑な建設工事に精通する。
建設人生を締めくくる現場にと、今回の担当を申し出たという。

昭和の大修理の素屋根建設中の様子。風速
40mにも耐える設計とするため、真っ直ぐな
ヒノキ丸太を厳選し、直径4寸に加工。抱き
合わせ柱複合組みにより建ち上げた。（写真
提供：姫路市立城郭研究室）

日
本
の

景

[

特
集]
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今
年
六
月
、
岩
手
県
・
平
泉
の
文
化

財
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
。
偶
然
な
が
ら
三
月
の
東
日

本
大
震
災
か
ら
間
も
な
い
緊
張
の
な
か

で
、
そ
れ
は
一
筋
の
光
明
の
よ
う
な
一

報
だ
っ
た
。
登
録
名
称
は
「
平
泉
│
仏

国
土
（
浄
土
）
を
表
す
建
築
・
庭
園
及

び
考
古
学
的
遺
産
群
」。
中
尊
寺
、
毛
越

寺
、
観
自
在
王
院
跡
、
無
量
光
院
跡
、

金
鶏
山
の
五
つ
で
構
成
さ
れ
る
。

　
い
ま
か
ら
八
百
年
前
、
平
安
時
代
後

期
の
十
二
世
紀
に
奥
州
藤
原
氏
三
代
は
、

約
百
年
を
か
け
て
平
泉
に
政
治
・
経
済

の
拠
点
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
当
時
の
政

治
は
仏
教
と
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、

浄
土
思
想
を
表
現
し
た
仏
堂
や
庭
園
が

つ
く
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
が
た
い
へ
ん
状

態
の
良
い
遺
跡
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い

る
の
が
平
泉
の
特
徴
だ
。
平
安
時
代
の

遺
跡
が
一
つ
の
町
に
集
中
し
て
見
ら
れ

る
例
は
ほ
か
に
な
い
。
世
界
史
の
視
点

で
は
、
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
仏
教
が
変

容
し
な
が
ら
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
そ
し

て
日
本
ま
で
伝
来
し
、
寺
院
の
建
築
や

造
園
に
固
有
の
造
形
を
生
み
出
し
た
こ

と
を
示
す
例
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

ま
た
、
今
回
の
登
録
資
産
は
浄
土
思
想

が
直
接
的
に
表
現
さ
れ
た
六
つ
に
絞
ら

れ
て
い
る
が
、
周
辺
に
は
当
時
の
遺
跡

が
多
く
残
さ
れ
、
あ
る
い
は
発
掘
調
査

中
で
あ
り
、
平
安
時
代
の
東
北
に
営
ま

れ
た
都
市
の
景
観
が
、
今
後
明
ら
か
に

な
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。

　
平
安
中
期
、
東
北
北
部
（
現
在
の
岩

手
県
と
秋
田
県
の
内
陸
部
）
で
戦
乱
が

起
こ
っ
た
。
豪
族
安
倍
氏
と
清
原
氏
に

よ
る
前
九
年
合
戦
（
一
〇
五
一
〜
六
二

年
）
と
後
三
年
合
戦
（
一
〇
八
三
〜

八
七
年
）
で
あ
る
。
奥
州
藤
原
氏
の
初

代
、
清
衡
（
一
〇
五
六
〜
一
一
二
八
年
）

は
、
京
都
の
公
家
藤
原
氏
の
血
筋
を
父

奥州藤原氏三代、秀衡の時代に全盛期を
迎えた平泉の復元図（板垣真誠作画、入
間田宣夫監修）

観自在王院跡で復元整備さ
れた浄土庭園。二代基衡の
死後に妻が造営したとされ
る。特別史跡、名勝。

平
安
時
代
の
浄
土
思
想
を

反
映
す
る
建
築
、庭
園
が
集
中

戦
乱
後
に

平
和
な
理
想
郷
を
目
指
す

中
尊
寺

北
上
川

金
鶏
山

観
自
在
王
院

毛
越
寺

無
量
光
院

柳
之
御
所

奥
州
藤
原
氏
の

浄
土
思
想
を
伝
え
る
町

平
泉
─
仏
国
土（
浄
土
）を
表
す
建
築
・
庭
園
及
び
考
古
学
的
遺
産
群

思
想
の

継
承

日
本
の

景

[

特
集]

観自在王院跡

上／毛越寺庭園。毛越寺は
二代基衡から三代秀衡にか
けて営まれた。金堂円隆寺、
常行堂、講堂、南大門など
が建ち、これらの前に大泉
ヶ池をつくり、浄土庭園を
形成。その様子が『吾妻鏡』
に「吾朝無双」と記されて
いる。特別史跡、特別名勝。
右／毛越寺の境内には金堂
円隆寺や講堂などの礎石が
保存されている。

毛越寺

金鶏山に沈む夕陽が無量光院跡を照らし出し、浄土の世界を思わ
せる。三代秀衡が造営。無量光院跡には京都の宇治平等院鳳凰
堂のような建物が建っていた。その背後に位置する金鶏山山頂
を、南北に延びる伽藍配置の軸線の起点にしている。特別史跡。

金鶏山／無量光院跡 中尊寺金色堂は1124年創建。阿弥陀如来を中央
に、菩薩、地蔵、天王像が安置される。須弥壇内に
藤原三代の遺骸が納められ、極楽往生の吉相を表し
ている。国宝。（上 写真提供：中尊寺）

中尊寺

世
界
文
化
遺
産

k-koyama
長方形

k-koyama
長方形

k-koyama
長方形
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方
に
、
安
倍
氏
を
母
方
に
も
ち
、
戦
い

に
巻
き
込
ま
れ
る
。
結
局
、
清
原
氏
が

安
倍
氏
を
滅
ぼ
し
、
さ
ら
に
同
族
間
の

争
い
で
清
衡
は
生
き
残
り
、
両
氏
の
領

地
を
勢
力
下
に
納
め
た
が
、
長
く
過
酷

な
戦
い
の
な
か
で
多
く
の
肉
親
を
失
っ

た
。
一
一
〇
〇
年
、
清
衡
は
平
泉
に
拠

点
を
移
す
。
目
指
し
た
の
は
戦
乱
の
な

い
理
想
郷
で
あ
り
、
恒
久
平
和
を
願
っ

て
中
尊
寺
を
建
立
す
る
。
後
半
生
を
か

け
て
、
大
伽
藍
や
金
色
堂
、
さ
ま
ざ
ま

な
堂
塔
を
建
て
て
い
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

金
色
堂
は
唯
一
創
建
時
の
建
物
が
残
り
、

世
界
文
化
遺
産
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。

「
金
色
堂
は
極
楽
浄
土
を
つ
か
さ
ど
る

阿
弥
陀
如
来
を
安
置
し
た
お
堂
で
す
。

阿
弥
陀
如
来
は
無
量
光
仏
と
も
呼
ば
れ
、

そ
の
世
界
は
光
の
世
界
で
す
。
光
の
世

界
を
金
色
で
表
し
て
い
る
の
で
す
」
と

語
る
の
は
中
尊
寺
管
財
部
の
破
石
澄
元

さ
ん
。
金
は
奥
州
各
地
に
産
出
し
、
奥

州
藤
原
氏
の
経
済
基
盤
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
金
色
堂
内
の
装
飾
は
金
箔
だ
け

で
は
な
い
。
渡
来
品
で
あ
る
象
牙
や
貝

に
よ
る
螺ら

鈿で
ん

細
工
や
蒔
絵
、
精
緻
な
彫

金
な
ど
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

高
度
な
技
術
を
も
っ
た
工
人
や
、
多
様

な
物
品
、
情
報
が
平
泉
に
集
ま
っ
て
い

た
こ
と
を
物
語
る
。

　
ま
た
、
大
伽
藍
は
鎮
護
国
家
の
た
め

の
建
築
だ
っ
た
。
建
物
は
失
わ
れ
た
が
、

中
尊
寺
の
寺
域
内
に
大
伽
藍
と
浄
土
庭

園
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
伽
藍
大
池

跡
が
あ
り
、
こ
れ
も
中
尊
寺
の
登
録
資

産
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

　
二
代
基
衡
（
一
一
〇
五
〜
五
七
年
）、

三
代
秀
衡
（
一
一
二
二
〜
八
七
年
）
の

時
代
に
も
浄
土
思
想
は
受
け
継
が
れ
る
。

毛
越
寺
は
基
衡
が
造
営
、
秀
衡
が
完
成
。

大
海
に
見
立
て
た
池
に
中
島
な
ど
を
配

す
る
大
規
模
な
浄
土
庭
園
と
、
金
堂
円

隆
寺
な
ど
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
毛
越

寺
に
隣
接
し
、
基
衡
の
妻
が
建
立
し
た

と
さ
れ
る
観
自
在
王
院
の
跡
も
復
元
整

備
さ
れ
、
浄
土
庭
園
が
見
ら
れ
る
。
と

り
わ
け
浄
土
思
想
を
強
く
表
現
し
て
い

る
の
は
、
秀
衡
が
造
営
し
た
無
量
光
院

の
跡
。
金
鶏
山
を
背
景
に
伽
藍
が
配
置

さ
れ
、
春
と
秋
の
年
に
二
回
、
落
日
が

頂
上
に
か
か
る
。
一
帯
が
夕
陽
に
照
ら

し
出
さ
れ
る
様
は
、
ま
さ
に
光
に
満
ち

た
浄
土
を
思
わ
せ
る
。
同
様
に
毛
越
寺

の
造
営
で
も
、
金
鶏
山
山
頂
か
ら
真
南

に
降
ろ
し
た
ラ
イ
ン
が
伽
藍
の
東
側
の

中尊寺の表参道「月見坂」。平泉を江戸時
代に納めていた伊達藩によって敷設され
た。両側に杉が植樹され、現在は樹齢
300年以上に達する。伊達氏はほかにも
平泉の遺跡を保護していた。

縁
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
。
基
衡
か

ら
秀
衡
へ
、
代
々
金
鶏
山
が
信
仰
の
山

と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
あ
り
、
経
塚
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
四
代
泰
衡
（
一
一
五
五
〜
八
九
年
）

の
と
き
に
奥
州
藤
原
氏
は
源
頼
朝
に
滅

ぼ
さ
れ
、
以
降
、
平
泉
は
衰
退
す
る
が
、

繁
栄
の
跡
を
残
す
遺
産
群
は
大
切
に
守

ら
れ
て
き
た
。
そ
も
そ
も
、
頼
朝
は
中

尊
寺
の
二
階
大
堂
に
な
ら
っ
て
、
鎌
倉

に
永
福
寺
を
建
立
し
て
お
り
、
平
泉
を

攻
め
た
際
に
も
町
を
破
壊
し
な
か
っ
た
。

「
江
戸
時
代
に
仙
台
伊
達
氏
の
支
配
下

に
入
り
ま
す
が
、
伊
達
氏
は
水
田
に
な

っ
て
い
た
庭
園
の
跡
を
壊
さ
な
い
よ
う

に
と
か
、
建
物
の
礎
石
や
池
跡
の
景
石

の
移
動
を
禁
止
す
る
な
ど
、
旧
跡
の
保

護
に
努
め
ま
し
た
。」
と
千
葉
さ
ん
。
以

来
、
一
種
の
文
化
財
保
護
が
平
泉
で

三
百
年
続
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
第
二
次
大
戦
後
、
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
遺
構
跡
が
確
認
さ
れ
て

か
ら
は
、
国
の
特
別
名
勝
、
特
別
史
跡

と
い
っ
た
高
い
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
。

世
界
遺
産
登
録
に
先
だ
っ
て
進
め
ら
れ

た
保
存
整
備
は
、
今
後
も
続
け
ら
れ
る
。

平
泉
町
は
自
然
と
歴
史
が
調
和
す
る
文

化
的
景
観
を
将
来
の
世
代
に
保
存
し
、

継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
景
観

条
例
、
屋
外
広
告
物
条
例
を
町
全
域
を

対
象
に
制
定
し
て
お
り
、
現
在
の
街
づ

く
り
に
も
文
化
遺
産
を
護
る
努
力
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。柳之御所跡。今回の世界文化遺産の登録から

は除外されたが、基衡、秀穂らが政務を行っ
た「平泉館」の跡と考えられている。昭和63
年から発掘調査が進められ、12世紀の池・建
物跡等の遺構や、中国産の陶磁器、かわらけ
と呼ばれる素焼きの土器などが大量に出土。
一部が整備され、史跡公園となっている。

中尊寺の大伽藍大池跡では発掘調査が続けら
れている。まだ、伽藍の全容は確認されてい
ないが、今後の解明が待たれている。

日
本
の

景

[

特
集]

住職中尊寺事務局・破石澄元
さん。中尊寺大伽藍の建立時
に清衡が納めた「紺紙金字一
切経」は5300巻。「金色堂の
建立も、膨大な一切経も、財
力だけではとても成し遂げら
れません。平和を願う清衡公
の並々ならぬ決意を感じま
す」。藤原三代を護り続ける
ことが使命と語る。

平泉町世界遺産推進室・千葉
信胤さん。登録が決まり、今
後は世界文化遺産にふさわし
い保護・活動に取り組む。「平
泉の町民は文化遺産を護る意
識が高く、歴史的景観のあり
方なども30年ほど前から議
論を重ねてきた」という。

時
代
を
通
じ
て
護
ら
れ
て
き
た

平
泉
の
文
化
遺
産

上／観自在王院跡は江戸時代に水田化し
たが、池の形をそのまま残し使っていた。
写真は1954（昭和29）年に発掘調査が開
始された当時の状況。戦後まで遺跡が良
い状態で保たれていたことがわかる。
下／観自在王院跡を1969（昭和44）年頃
から10年がかりで整備し、池を復元し
た。池の北岸に大阿弥陀堂跡、小阿弥陀
堂の跡が保存されている。現在は史跡公
園となっている。写真は平成3年の撮影。

（上下 写真提供：平泉町世界遺産推進室）

k-koyama
長方形
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今
年
五
月
、
福
岡
県
田
川
市
が
所

有
・
保
管
し
て
い
る
山
本
作
兵
衛
の
炭

坑
記
録
画
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
記

憶
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
。
世
界
記
憶

遺
産
は
人
類
の
遺
産
と
し
て
受
け
継
ぐ

べ
き
歴
史
的
文
書
な
ど
の
保
存
、
活
用

を
振
興
す
る
事
業
で
あ
る
。
登
録
さ
れ

た
炭
坑
記
録
画
は
五
八
九
点
。
そ
の
う

ち
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
が

五
八
五
点
（
墨
絵
三
〇
六
点
、
彩
色
画

二
七
九
点
）
を
保
管
。
ほ
か
に
福
岡
県

立
大
学
が
多
く
を
保
管
す
る
日
記
類
も

一
括
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
山
本
作
兵
衛（
一
八
九
二
〜
一
九
八
四

／
明
治
二
十
五
〜
昭
和
五
十
九
年
）
は

福
岡
県
飯
塚
市
に
生
ま
れ
、
明
治

三
十
九
年
か
ら
昭
和
三
十
年
ま
で
約

五
〇
年
間
を
筑
豊
の
炭
坑
夫
と
し
て
生

き
た
。
勤
め
て
い
た
炭
坑
が
閉
山
後
、

六
十
五
歳
の
と
き
に
、「
ヤ
マ（
炭
坑
）の

生
活
、
仕
事
や
人
情
を
子
や
孫
に
書
き

残
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
筆
を
執
っ

た
こ
と
が
炭
坑
記
録
画
の
は
じ
ま
り
で
、

最
初
は
墨
絵
で
二
〇
〇
枚
以
上
を
描
い

た
。
そ
れ
が
、
筑
豊
の
地
に
愛
着
を
も

つ
人
々
の
目
に
止
ま
り
、
一
九
六
三

（
昭
和
三
十
八
）
年
に
は
地
元
の
中
小

炭
鉱
の
鉱
主
た
ち
に
よ
っ
て
『
明
治
大

正
炭
坑
絵
巻
』
が
自
費
出
版
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
、
あ
る
き
っ
か
け
で
墨
絵
は

彩
色
画
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
。「
昭

和
三
十
九
年
に
筑
豊
で
一
番
規
模
が
大

き
か
っ
た
三
井
田
川
鉱
業
所
が
閉
山
に

な
り
、
田
川
郷
土
研
究
会
を
中
心
に
炭

坑
の
資
料
を
集
め
る
運
動
が
起
き
ま
し

た
。
そ
の
運
動
の
中
心
人
物
だ
っ
た
田

川
市
立
図
書
館
の
館
長
が
、
作
兵
衛
さ

ん
に
出
会
い
、
改
め
て
彩
色
画
の
製
作

を
依
頼
し
た
」
と
語
る
の
は
田
川
市
石

炭
・
歴
史
博
物
館
学
芸
員
の
福
本
寛
さ

ん
。
作
兵
衛
は
、
暗
い
坑
内
を
表
現
し

わ
た
り
、
絵
の
周
囲
に
詳
細
な
解
説
や

唄
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
も
特
徴
だ
。

　
近
代
史
に
お
い
て
、
日
本
は
欧
米
列

国
に
よ
り
植
民
地
化
さ
れ
る
こ
と
な
く

急
速
な
経
済
成
長
を
と
げ
た
。
そ
の
原

動
力
と
な
っ
た
の
が
石
炭
で
あ
る
。
今

回
の
登
録
に
つ
い
て
福
本
さ
ん
は
語
る
。

「
作
兵
衛
さ
ん
の
炭
坑
記
録
画
は
、
筑

豊
の
石
炭
を
通
じ
て
、
日
本
の
近
代
化

の
過
程
を
個
人
の
視
点
で
描
い
た
も
の

と
言
え
ま
す
。
同
時
に
そ
れ
が
筑
豊
の

鉱
山
労
働
者
の
社
会
的
集
団
の
記
憶
に

な
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
」。

ま
た
、「
内
容
的
に
未
解
読
な
事
柄
が

た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

新
た
な
発
見
が
期
待
さ
れ
ま
す
」。
今

後
は
歴
史
や
技
術
な
ど
多
方
面
か
ら
専

門
的
な
調
査
を
進
め
た
い
と
言
う
。
山

本
作
兵
衛
の
炭
坑
記
録
画
は
子
や
孫
に

伝
え
る
個
人
の
記
録
か
ら
、
世
界
が
受

け
継
ぐ
重
要
な
記
録
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
※

　
姫
路
城
の
修
復
現
場
、
中
尊
寺
を
は

じ
め
藤
原
三
代
の
残
し
た
遺
構
、
山
本

作
兵
衛
の
炭
坑
記
録
画
を
取
材
し
、
こ

れ
ら
を
引
き
継
ぎ
、
守
っ
て
き
た
多
く

の
人
々
の
存
在
に
よ
っ
て
、
現
在
の
日

本
の
景
が
あ
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
た
。

た
墨
絵
を
彩
色
画
に
す
れ
ば
嘘
に
な
る

と
一
旦
は
断
っ
た
が
、
一
般
の
人
々
に

分
り
や
す
い
彩
色
画
を
ぜ
ひ
残
し
た
い

と
い
う
館
長
の
熱
意
に
応
え
、
描
き
始

め
る
。
二
年
後
、
約
二
六
〇
点
の
彩
色

画
が
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）

年
、
田
川
市
は
三
井
田
川
鉱
業
所
の
跡

地
を
石
炭
記
念
公
園
と
し
て
整
備
し
、

そ
の
一
角
に
石
炭
資
料
館
（
現
石
炭
・

歴
史
博
物
館
）
を
設
立
。
彩
色
の
炭
坑

記
録
画
は
図
書
館
か
ら
引
き
継
が
れ
た
。

翌
年
、
石
炭
資
料
館
に
炭
坑
記
録
画
が

納
ま
る
の
を
見
届
け
る
よ
う
に
作
兵
衛

は
九
十
二
歳
で
永
眠
。
遺
族
が
所
蔵
し

て
い
た
墨
絵
も
後
に
寄
贈
さ
れ
、
墨
絵

と
彩
色
画
の
ま
と
ま
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
構
成
さ
れ
る
。

　
作
兵
衛
は
筑
豊
の
中
小
の
炭
坑
を
移

り
歩
い
た
若
い
頃
の
体
験
を
も
と
に
、

明
治
末
期
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
ま
で

を
描
い
て
い
る
。
当
時
、
手
掘
り
だ
っ

た
採
炭
や
、運
搬
、選
炭
の
様
子
、日
常

生
活
、
世
相
や
災
害
、
娯
楽
、
米
騒
動

の
よ
う
な
事
件
ま
で
、
内
容
は
多
岐
に

一
個
人
の
記
録
か
ら
、

世
界
に
継
承
さ
れ
る
記
録
へ

立ち掘り。明治期の手掘り採
炭方法。ほかに寝掘り、座り
掘りなどを記録している。

夫婦入坑。最初に描かれた墨絵の描き
方は人物に寄り、タッチが力強い。一
方、後に描かれた彩色画（右）は記録性
を意識し、場面がわかりやすいように
引いた構図で詳細に描かれている。

1950年頃の三井田川伊田竪坑。
同坑は1910年に操業開始。櫓
と2本の煙突は、ともに現在、石
炭記念公園に保存されている。

（写真：橋本正勝）

墨
絵
か
ら
彩
色
画
へ

記
録
画
と
し
て
進
化

1 選炭機での作業（選炭婦）。中小規模の炭坑では大正初期に選炭機が登場。 2 スキップとボタ山。選炭後に残る廃物（ボタ）は、昭
和初期のスキップ（巻揚機）導入後、山積みされるようになり、炭坑の象徴的な景色となった。 3 汁かけ飯。縁起かつぎも記録画のテ
ーマ。炭坑夫は味噌がつくといった理由から汁かけ飯を嫌ったという。4 坑内坑外のポンプ。機械や道具類も描かれている。

1

3

2

4

近
代
日
本
を
支
え
た

炭
坑
労
働・生
活
を

後
世
に
伝
え
る

山
本
作
兵
衛
の
炭
坑
記
録
画

世
界
記
憶
遺
産

日
本
の

景
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記
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の

継
承




